
皆様に知ってもらいたい寄附金の使い道 

 

 

カムイスキーリンクスは，前身の国設神居山スキー場を経て，昭和59年から規模を拡大し，現在の「カムイスキーリンクス」になりました。 

上川圏域の中で最大規模のスキー場であり，初心者から上級者まで楽しめる多彩なコース設定で多くの方から親しまれているスキー場です。市内近郊の立地にもかかわらず，

標高が高く気温が低いため，雪質も最高となっており世界に誇れるスキー場です。 

近年は，国内のみならず，海外からの利用客も増え，パウダースノーを求める外国人スキーヤーも多く，世界的にもカムイスキーリンクスの名が認知されるようになっています。 

 

 

夏季はマウンテンバイクコース，グラススキー場の設置のほか，ゴンドラの秋営業やイベントの誘致等，冬季に限らず通年でスキー場を活用しています。 

 

 

平成15年から市の所有となり，老朽化した施設の改修を平成25年度から実施し，これまでゴンドラ，第１～第４リフト，第５リフトの一部，センターハウス，山頂レストハ

ウス及びゴンドラ駅舎の外部，屋外照明設備の改修を行い，利用者の安全性・快適性の向上を図ってきました。 

 

 

今後は，スノースポーツを通じた市民の健康増進や，スキー授業や合宿といったスポーツ振興への貢献，夏季のアクティビティによる通年利用など，利用者の皆様に愛される

「カムイスキーリンクス」として発展していくため，ふるさと納税を通じたご支援をいただき，国内はもとより，世界各国から多くの方々に来ていただけるスキーリゾートを目指して，施

設の設備改修を進めていきたいと考えております。カムイスキーリンクスへの応援をよろしくお願いします。 

 

 

皆様からいただいた寄附金は，カムイスキーリンクスの安全性・快適性の向上のため，備品購入や施設整備の一部に活用させていただきます。 

 

 

観光スポーツ交流部スポーツ課 電話 0166-23-1944 
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